
様式第２号（第３条関係） 事務事業評価シート

24 年 5 月 31 日

1 7

推進施策

重点事項

平成 20 年度 ～ 平成 23 年度（ 4 年間）

22 年度（決算） 23 年度（決算） 24 年度（予算）

人 人 人

人 人 人

22 23 24 25

①

②

③

その他

公的関与

課名

農業費

（１）産業振興で活力あふれるまちづくり～産
業振興～

予
算
費
目

農林水産業費

直営

746479

事業期間

平成

蛍が乱舞！悠々快適いきいきアイランド構想

肉用牛の規模を拡大する畜産農家

目的（どういう状態にしたいのか）

繁殖牛８０００頭目標の達成に寄与し、産地基盤の強化を目的とす
る。

個別計画名

行財政改革大綱
上の位置づけ

市民の参画・協働の手段

総
合
計
画
上
の
位
置
付
け

＜１＞

③

古代浪漫の宝庫！歴史と文化の島づくり構想

いきいきわくわく観光コンビニエンス構想

畜産業費

事業分類

項

款

目

農林畜産班
（１）

＜１＞自然と共生し壱岐に根づく農業の振興

実施方法

主要施策

牽引プロ
ジェクト

事
業
の
対
象
・
目
的
・
内
容

事業内容（どのような方法で、何を行うのか）

現在の繁殖牛規模を５頭以上増頭する計画を有する農家に、必要となる施設整備費の一部補助する。飼養
規模を５頭以上増頭するに必要な施設整備費のうち、３３３千円／戸を上限に補助する。
事業費 ５頭×１０㎡／頭×２５０００円／㎡
補助額 事業費のうち、補助額３３３千円を上限とした３分の１以内

平成２１年度 補助対象事業費 １，０００千円
平成２１年度 補助単価 ３３３千円／戸
平成22・23年度 補助対象事業費 １，０００千円
平成22・23年度 補助単価

対象（誰を、何を）

基本指針

施 策

平成 平成

479 746

根拠法令・要綱等

直接事業費（千円）

事業費 ／ 年度

人件費（千円）

国・県支出金

地 方 債

単位

活
動
・
成
果
指
標

設
定
理
由

その他特定財源

財
源
内
訳

一般財源

小規模な施設増改築により現在の飼養頭数から５頭以上を増頭する農家数を目標値とした。

職員（人・千円）

嘱託（人・千円）

0.10

事 業 名

580

0

①生産の振興と壱岐ブランドづくり

116

期間設定なし

壱岐市農業振興対策事業補助金交付要綱

内
訳 0

0

0

0.02

(目標)

年度

0

会計

580 0

委託

班名

一般会計

農林課

めざせ日本一！いきいき食の原産国構想

目標 実績

116

年度

箇所

51205整理番号

そ
の
他
の
該
当
す
る
位
置
付
け

作成日地域肉用牛増頭対策事業

補助

32 3牛舎施設整備箇所数

活動・成果指標名
(事業計画の進捗状況・達成度を示す。）

年度

(実績)

年度

(目標)



様式第２号（第３条関係）

拡大 現状維持 縮小 統合

その他の見直し 休・廃止 Ｈ23年度で事業終了

【２次評価】 対象 対象外

拡大 現状維持 縮小 統合 見直し 休・廃止

必要でない

なっていない

重複している

図られない

施策の実現のため必要な事業か

一部余地がある

全ての指標達成

一部必要でない

一部なっていない

一部重複している

図られる

コストや業務量に見合った成果が得られたか

手段等の見直しによりコスト削減の余地はないか

得られた

説
明

達
成
度

事業は当初の計画どおり実施されたか

既存施設への増改築も対象としており、増頭に要する施設整備にかかる全体事業費をできるだけ低減する取組が
実施された。

余地がある

実施された

一部得られていない

成果指標は達成したか

4

総合評価

Ａ＝拡大・現状維持
Ｂ＝事業の進め方の改善検討
Ｃ＝事業規模や実施主体の見直し検討
Ｄ＝抜本的見直し、休廃止の検討

Ａ

説
明

効
率
性

今後の
方針

方針

意見等

新たな事業としてＨ24年度から実施。

今後の
方針

個別評価
4

今後の
改革・
改善
目標

平成２３年度で事業終了

方針

妥当性

目的を達成するための事業内容となっているか

施策の中で類似・重複した事務事業がないか

事業継続により成果の向上が図られるか

説
明

反映している

説
明

市民のニーズを反映しているか

行政が実施することが適当か

国や県、民間等のサービスと重複していないか

社会情勢の変化で実施意義が低下していないか

国及び県事業の対象採択要件が大規模農家や担い手を中心とする施策転換により、飼養頭数10頭未満が大半を占
める壱岐地域内の小規模畜産農家では、施設整備に取り組むことができなくなった。現状からのステップアップ
により経営基盤を強化させる対策として妥当である。

一部低下している

有
効
性

一部図られない

一部反映していない

一部適当でない適当である

重複していない

低下していない

必要である

なっている

重複はない

妥
当
性

【　１　次　評　価　】

低下している

一部重複している

増頭に必要な施設整備について、既存施設を有効に活用し低コストによる施設整備工事には国・県補助事業がな
いことから、規模拡大を志向する畜産農家の支援策として有効な施策となっている。

実施されなかった

達成しなかった

余地はない

４＝適切・十分
３＝概ね適切
２＝やや不適切・やや不十分
１＝不適切・不十分

有効性

44

効率性達成度

得られていない

反映していない

適当でない

重複している

子牛価格の低迷、配合飼料の高騰等により農家の経営環境は一段と厳しい状況となっている。その様な中計画通
り３件の事業実施が出来た。

一部未実施

一部未達成


